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わたしたちの

NEWSまちのNEWSまちの
第26回 木曽岬町

さくらまつり
　4月6日、鍋田川いこいパークにおいて、今年で26回目となる町観光協会
主催「木曽岬町さくらまつり」を開催いたしました。
　今年は、ソメイヨシノなどが満開の中、さくらまつりを開催することがで
きました。会場では太鼓演奏や踊りなどのステージ発表、焼きそばやおでん
などの出店ブース、子どもたちの写生大会、豪華賞品が当たる抽選会などで
会場は多くの人で賑わい大盛況でした。

　なお、当日開催しました「さくらまつり写生大会」の入選者は、次の方々です。

【優秀賞】 山 田 隼 人
【佳　作】

やま だ はや と

平 松 里 菜
ひら まつ り な

諸戸なぎさ
もろ と

加 藤 星 來
か とう せ ら

古村有梨菜
こ むら ゆ り な

原 　 悠 介
はら ゆう すけ
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【任期満了】（平成26年3月31日）
　副町長　佐藤　義博
【退　　職】（平成26年3月31日付）
　 ▽会計管理者　仁村光博　 ▽総務企画課長　太田照
　雄　 ▽南部幼稚園・保育園長　白木千代美　 ▽中部
　幼稚園・保育園長　太田三千代　※白木氏は再任用
　職員として子育て支援センター勤務
【異　　動】（平成26年4月1日付）
　●参事級
　 ▽危機管理統括監兼危機管理課長　長谷川茂（三重
　県職員）　 ▽政務統括監兼総務政策課長　森　清秀
　（産業建設課長）
　●課長級
　 ▽会計課長　浅井伸一（福祉健康課長）　 ▽議会事務
　局長　古村護（教育課長）　 ▽会計管理者　内田義英
　（税務課長）　 ▽住民課長　諸戸秀自（議会事務局長）
　 ▽産業建設課長　伊藤啓二（住民課長）　 ▽福祉健康
　課長副参事　星野香代（福祉健康課課長補佐）　 ▽教
　育課長副参事　白木悟（産業建設課課長補佐）　 ▽税
　務課長副参事　服部孝龍（税務課課長補佐）　 ▽南部
　幼稚園・保育園長　伊藤ひとみ（子育て支援センタ
　ー主任）　 ▽中部幼稚園・保育園長　柴田明美（南部
　幼稚園・保育園主任）
　●課長補佐級
　 ▽福祉健康課課長補佐　伊藤マユミ（福祉健康課係
　長）　 ▽福祉健康課課長補佐　横井大介（総務企画課
　課長補佐）　 ▽危機管理課課長補佐　多賀達人（総務
　企画課係長）　 ▽産業建設課課長補佐　伊藤正典（産
　業建設課係長）　 ▽税務課課長補佐　伊藤雅人（産業
　建設課係長）　 ▽中部幼稚園・保育園主任　山田真
　知子（中部幼稚園・保育園副主任）　 ▽南部幼稚園・
　保育園主任　花井純子（南部幼稚園・保育園副主任）
　●係長級以下（新職のみ）
　 ▽産業建設課主幹　黒田和弘（福祉健康課係長）　 ▽ 
　税務課係長　服部直子（総務企画課付）　 ▽危機管理
　課係長　中里満博（税務課主任）　 ▽福祉健康課　山
　田真也（総務企画課）　 ▽危機管理課　諸戸貴右（産
　業建設課）　 ▽南部幼稚園・保育園副主任　有村真
　理子（中部幼稚園・保育園）　 ▽南部幼稚園・保育園
　岩瀬洋子（中部幼稚園・保育園）　 ▽中部幼稚園・保
　育園　佐藤智枝（南部幼稚園・保育園）
【新規採用】（平成26年4月1日付）
　 ▽産業建設課　橋爪公平　 ▽中部幼稚園・保育園　
　伊藤　江里菜

職員人事異動の
お知らせ

　この度、平成26年3月31日を
もちまして木曽岬町副町長を退
任させていただきました。4年間
という短い期間ではありましたが、
公私ともに格別のご厚情とご支援
を賜り、ありがとうございました。
　今後も町民の皆さんのご健康
と町の発展を祈念して、退任の挨
拶とさせていただきます。
ありがとうございました。

佐藤　義博（元副町長）

　今年度から新たに設けられまし
た危機管理課に参りました長谷川
茂です。
　「暮らしを守り　豊かな心と活
力を育む　きずな深めるまち」“木
曽岬町”となるよう、微力ではご
ざいますが、努力していきたいと
思いますので、どうぞよろしくお
願いいたします。

長谷川　茂
危機管理統括監兼危機管理課長

産業建設課　橋爪　公平
　4月から新たに木曽岬町役場で勤務さ
せていただくことになりました。
　生まれ育った木曽岬で町のために自
分は何ができるのかを日々考え、町民の
皆さまが、町が、日本がさらに元気にな
るように頑張ります。よろしくお願いし
ます。

中部幼稚園・保育園　伊藤江里菜
　4月から中部幼稚園・保育園に勤務す
ることになった伊藤江里菜です。木曽岬
町の未来を担う子ども達の成長の手助
けとなれるよう一生懸命頑張ります。ど
うぞよろしくお願いします。

退任のあいさつ

着任のあいさつ

新規採用職員
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役場組織変更のお知らせ
　平成26年度から始まる第5次総合計
画に定めた町の将来像「暮らしを守り、豊
かな心と活力を育むきずな深めるまち」
を実現するため、平成26年4月1日から
町の組織の一部を改正しました。
　町民の皆さんにとって良質な行政サー
ビスを提供できる組織、安心安全に暮ら
すことができる環境の整備に重点を置い
た改正となっています。
　この一環として危機管理課を新設し、
三重県地域連携部の危機管理監を招へい
して、町民の皆さんを災害や犯罪などか
ら守る体制の強化をはかります。
　この度の担当窓口や課などの名称が変
更になり、ご不便をおかけすることもある
かと思いますが、ご理解とご協力をお願
いします。

指導農業士として
服部芙二夫さん、服部孝彦さんが認定される
　去る3月14日（金）三重県総合文化センターに
おいて、町内でトマト栽培をされている服部芙二
夫さん、服部孝彦さんの両氏が、新たに指導農業
士として認定証を授与されました。
　指導農業士とは、地域農業の振興に取り組むと
共に、農業後継者の育成や、地域での意見提言や
各種事業活動協力など中心的な役割を担ってもら
うこととされております。
　両氏は、農業技術や経営規模・理念が認めら
れ、この度の認定となりました。
　今後、木曽岬町の農業振興や後継者の良き相談
役としてご活躍を期待します。
　また同日、青年農業士として活躍をいただきま
した服部高明さん、指導農業士として活躍をいた
だきました服部和幸さん、藤井保之さん、農村女
性アドバイザーとして活躍をいただきました服部

まさ子さんが退任されることになりました。
　退任された皆さまにおかれましては、これまで
同様に地域農業の振興や、後継者育成に関し、ご
指導いただきますようお願い申し上げます。

●新設の課　危機管理課
●課名の変更
　【変更前】総務企画課　→　【変更後】総務政策課
　【変更前】出　納　室　→　【変更後】会　計　課
●各課の業務内容

総務政策課 総合企画・財政・選挙・人事・都市計画・企業立地
・木曽岬干拓・複合型施設・定住化対策・区長会

産業建設課 産業・観光・農業委員会・土地改良区・土木・建
築・道路・河川・上水道・下水道・地籍調査

福祉健康課 社会福祉・保健衛生・介護保険・生活保護・災害
援助・子育て支援

住 民 課
住民登録・戸籍・印鑑登録・ごみ・畜犬・環境・
公害対策・国民健康保険・国民年金・後期高齢者
医療・福祉医療

危機管理課 消防・防犯・防災・統計・情報管理・交通安全・
公共交通

税 務 課 個人住民税・法人住民税・固定資産税・軽自動車税
議会事務局 議会・監査・広報
教育委員会 学校教育・社会教育・文化財

会 計 課 町公金受入・払出

指導農業士の服部孝彦さん（左）、服部芙二夫さん（右）
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木
曽
岬
町
立
火
葬
場
火
葬
炉
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
、
６
月
９
日
よ
り
６
月

３０
日
ま
で
の
間
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

町
立
火
葬
場
の
使
用
を
休
止
と
し
ま
す
。

　

こ
の
間
の
火
葬
を
必
要
と
さ
れ
る
場

合
は
、
近
隣
の
市
で
の
火
葬
と
な
り
火

葬
料
金
は
、
木
曽
岬
町
民
の
方
の
場
合
、

差
額
分
を
後
日
還
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
役
場
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

役
場　

住
民
課

　

☎
６
８
│
６
１
０
３

木
曽
岬
町
立
火
葬
場
の

火
葬
使
用
の
休
止
に
つ

い
て
　
　（
お
知
ら
せ
）

　

町
で
は
〝
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
〞
を
推
進
す
る
た
め
「
身
近
に
で

き
る
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
続
き
〝
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
用
苗
木
の
無
料
配
布
〞
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

記

●
配
布
日
時

　

５
月
１１
日（
日
）　

午
前
９
時
〜

●
配
布
場
所

　

役
場　

車
庫
前

●
配
布
用
苗

　

ゴ
ー
ヤ
１
，０
０
０
本

　
（
た
だ
し
、
一
人
６
本
ま
で
と
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
問
合
せ
先

　

役
場　

住
民
課

　

☎
６
８
│
６
１
０
３

〝
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

用
苗
木
無
料
配
布
〞を

行
い
ま
す

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
苗
木
の

無
料
配
布

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

駆
除
に
ご
協
力
を
！

　

春
に
な
り
、
色
と
り
ど
り
の
美
し
い

花
が
咲
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
中
に
は
や
っ
か
い
な
花
も
存
在
し

ま
す
。
そ
れ
が
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」

で
す
。

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
日
本
の
生

態
系
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
植
物
と
し
て
、
外
来
生
物
法
に

よ
る
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、

栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
こ

と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し

庭
に
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
咲
い
て
い

る
場
合
に
は
、
根
か
ら
引
き
抜
き
、
そ

の
場
で
拡
げ
な
い
よ
う
に
２
〜
３
日
天

日
に
さ
ら
す
な
ど
し
て
枯
死
さ
せ
た
後
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て
燃
え
る

ご
み
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
原
　
　
産　

北
ア
メ
リ
カ

●
特
　
　
徴

•
花
／
花
期
は
５
月
〜
７
月
で
、
直
径

　

５
〜
７
㎝
の
橙
黄
色
の
頭
状
花
を
つ

　

け
ま
す
。

　

花
び
ら
の
先
は
不
規
則
に
４
〜
５
つ

　

に
分
か
れ
ま
す
。

•
茎
／
高
さ
３０
〜
７０
㎝
で
、
根
元
付
近

　

か
ら
束
状
に
多
数
生
え
ま
す
。

•
葉
／
葉
は
茎
の
下
に
つ
き
、
両
面
に

　

荒
い
毛
が
あ
り
ま
す
。

•
根
／
地
下
茎
が
発
達
し
、
種
子
の
他

　

に
根
か
ら
も
繁
殖
し
ま
す
。

•
種
子
／
種
子
の
周
囲
に
円
形
状
の
羽

　

が
あ
り
、
風
に
よ
っ
て
飛
散
し
ま
す
。

•
生
息
環
境
／
路
肩
、河
川
敷
、線
路
際
、

　

海
岸
な
ど
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所

　

に
生
息
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

役
場　

住
民
課

　

☎
６
８
│
６
１
０
３

特
定
外
来
生
物
：
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
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平成26年度
木曽岬町食生活改善推進協議会からお知らせ

食生活改善推進協議会による料理講習会を下記のとおり行いますので
料理に興味のある方はぜひご参加ください。

●申込み先／各実施日の10日前までに役場　福祉健康課（☎68－6104）までお申し込み
　　　　　　ください。（定員になり次第締め切ります。）
※不明な点がございましたら、福祉健康課（☎68－6104）までお問い合わせください。
※都合により、実施日を変更する場合がありますので、ご了承ください。

●対  象  者
　小学生と保護者
●時　　間
　午前9時30分～午後1時30分
●場　　所
　北部公民館
●持  ち  物
　エプロン・三角巾・布巾・米0.5合・
　子どものスリッパ
●参  加  費
　大人300円・子ども200円
●募集人数
　先着親子8組16名
　（当日は託児あり）
託児は生後10ケ月以上　先着7人まで
託児時間／午前9時30分～ 11時30分
　　　　　（乳幼児は食事無し）

託児は生後10ケ月以上　先着7人まで
託児時間／午前9時30分～ 11時30分
　　　　　（乳幼児は食事無し）

親子ふれあいクッキング

実施日

8月26日（火） パ ン 作 り
内 容 実施日

10月21日（火）

12月16日（火）

未　　　定

おせち料理

内 容

●対  象  者
　木曽岬町にお住まいの方
●時　　間
　午前9時30分～午後1時30分
●場　　所
　保健センター調理室
●持  ち  物
　エプロン・三角巾・布巾・米0.5合
●参  加  費
　各回1人500円
●募集人数
　先着20名（当日は託児あり）

一般料理講習会

●対  象  者
　70歳以上で一人住まいの方
●時　　間
　午前11時30分～正午頃配達予定
●参  加  費
　無　　料
●募集人数
　各回先着25名
※9/16は保健センターにて会食の
　予定です。

配食弁当サービス

5月20日（火）

9月16日（火）

11月18日（火）

2月17日（火）

※

実 施 日

※

４００
㏄
献
血
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
男
女
と
も
体
重
５０
㎏
以

　

上
の
方
で
、
１８
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の

　

健
康
な
方
、
前
回
の
献
血
か
ら
男
性

　

で
３
ヶ
月
、
女
性
で
４
ヶ
月
以
上
経

　

過
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

　

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

役
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
８
│
６
１
１
９

献
血
の
お
知
ら
せ

日 程 時 間 場 所 対 象

5月14日㈬

保健センター

湾岸さくら医院
駐 車 場

一般住民

午後1時30分
～2時30分

午後3時
～4時30分
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教 室 開 催 報 告

★コミュニケーション意識からみた抱える問題点のとらえ方
　•問題点を視点とした会話　⇒　つらくなっていく
　•人を視点とした会話（楽しいことを視点にした会話）　⇒　楽しくなる
★ポジティブな思考になるために、自分自身ができること
　•毎日、良かったことを三つ、書いてみよう。　⇒　自然と前向きな考えをする自分になります。
★感謝をしている人は、幸福度が上がる。　⇒　感謝の訪問にチャレンジ
★感謝状を書いて、大切な人にメッセージを伝えよう！！（感謝の訪問）

2月26日、3月26日の二日間、
京都の龍谷大学　精神科医師　須賀英道氏を講師に開催しました。

感　　謝　　状
　　　　　さん、ありがとう。
わたしは、うれしかったです。
　　　　　さんは、あの時　　　　　　　してくれました。

　

食
生
活
改
善
推
進
グ
ル
ー
プ
は
健
康

で
明
る
い
生
活
を
し
て
い
く
た
め
の
知

識
と
技
術
を
伝
え
、
私
た
ち
の
町
に
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

桑
名
市
、
木
曽
岬
町
主
催
の
栄
養
教

室
を
一
年
間
受
講
さ
れ
た
後
は
、「
食

生
活
改
善
推
進
委
員
」
と
し
て
地
域
で

食
生
活
改
善
に
向
け
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

料
理
や
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

方
は
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
　
　
象

　

一
般
成
人
の
方

●
場
　
　
所

　

桑
名
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
　
　
込

　

役
場　

福
祉
健
康
課
（
☎
６
８
│
６

　

１
０
４
）
管
理
栄
養
士
ま
で
お
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

　
５
，０
０
０
円

　（
調
理
実
習
費
、テ
キ
ス
ト
代
）

　（
初
回
６
月
６
日
に
徴
収
し
ま
す
。　

　

ご
欠
席
、
途
中
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た

　

場
合
で
も
返
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

栄
養
教
室
に
参
加
し
て
、

食
生
活
グ
ル
ー
プ
に
入
り

ま
せ
ん
か
？

平成２6年度　栄養教室予定表
回

１

２

３

４

５

６

７

実施日 時 間 内 容

  6月  6日㈮

  7月  4日㈮

10：30～12：00

10：00～12：30

13：00～15：00

13：30～15：30

開講式・食生活改善推
進員とは

反省会・地区組織活動に
ついて・修了証書授与

国民の健康状況・健康
日本21

調理実習

食品衛生と食環境保全

  9月  5日㈮

平成27年
  1月16日㈮

10：00～12：30

13：00～15：00

調理実習

食育について

10月  3日㈮
10：00～12：30

13：00～15：00

調理実習

自主献立（講義）

11月  7日㈮
10：00～12：00

13：00～15：00

身体活動・運動

自主献立作成

12月  5日㈮
10：00～12：00

13：00～15：00

13：00～15：00

生活習慣病について

自主献立作成

9：30～12：30 調理実習

「ポジティブ心理学入門 ～ポジティブ思考でわくわく楽しい毎日を送ろう」
こころの健康づくり講座
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●
開
催
日
時

　

５
月
１７
日（
土
）

　

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

　

桑
名
市
総
合
福
祉
会
館

　

第
１
・
第
２
会
議
室
（
１
階
）

　
　

桑
名
市
常
盤
町
５１

●
連  

絡  

先

　

連
合
三
重
桑
員
地
域
協
議
会

　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│
２
４
２
２

●
申
込
方
法

　

事
前
予
約
制
で
す
。

　

右
記
連
絡
先
電
話
に
て（
氏
名
・
連
絡
先
・

　

相
談
内
容
）
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
相
談
内
容

　

子
育
て
・
年
金
・
住
宅
・
介
護
・
労
働
・

　

金
融
・
保
険
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
専
門
家
が
対
応
し
ま
す

　
（
弁
護
士
・
税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
）

●
参  

加  

費

　

無　
　

料

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会
に

つ
い
て

　

さ
る
３
月
２５
日（
火
）に
桑
名
地
区
交

通
安
全
協
会
の
清
水
事
務
局
長
と
女
性

部
の
花
井
理
事
が
来
庁
さ
れ
、
佐
藤
副

町
長
に
新
入
学（
園
）児
童
に
対
す
る
交

通
安
全
お
祝
い
品
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
子
ど
も
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

は
か
る
た
め
管
内
の
小
学
校
新
１
年

生
・
幼
稚
園
新
入
園
児
に
交
通
安
全
用

品
を
贈
呈
し
て
お
り
、
こ
の
度
目
録
と

交
通
安
全
用
品
を
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
の
交
通
安
全
の

啓
発
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
桑
名
地
区
交
通

安
全
協
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
協
会
よ
り

〝
交
通
安
全
用
品
〞を

い
た
だ
き
ま
し
た

　

３
月
１４
日（
金
）桑
名
信
用
金
庫
よ
り

木
曽
岬
町
に
環
境
寄
付
金
（
５
万
円
）

を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
信
用
金
庫
は
、
地
域
と
連
携
し
た

環
境
保
全
活
動
な
ど
の
推
進
を
基
本
理

念
と
し
た
環
境
方
針
を
制
定
さ
れ
、
環

境
保
全
の
た
め
に
地
域
に
還
元
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
、
今
年
度
が
３
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

当
日
は
、
同
金
庫　

近
藤
常
勤
理
事

か
ら
加
藤
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

「
こ
の
事
業
は
今
後
も
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
、
町
で
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
厚
意
に
感
謝
し
、
町
の
環
境
保
全

活
動
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

桑
名
信
用
金
庫
よ
り

環
境
寄
付
金
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た

広報きそさき4月号の記事のお詫びと訂正
広報きそさき4月号に次のとおり誤りがありましたので、深くお詫び申し上げ訂正します。

5ページ　臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ
（誤）給付額一人につき月1万円　→　（正）給付額一人につき1万円
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●
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

　

さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、

　

子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に
遺
族
基
礎
年
金

　

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は

　

子
の
あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲

　

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金
（
亡
く
な
っ

　

た
方
が
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
未
払

　

い
の
年
金
）
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲

　

は
、「
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

　

母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
」
で
し
た
が
、
改
正

　

後
は
「
右
記
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族
」

　
（
甥
・
姪
、お
じ
・
お
ば
、子
の
配
偶
者
な
ど
）

　

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期
間
が
受
給

　

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被

　

保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
や
海
外
在

　

住
者
な
ど
で
本
人
の
申
出
に
よ
り
加
入
を

　

し
て
い
た
方
）
が
保
険
料
を
納
付
し
な
か

　

っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
未
納
期
間
と
さ
れ
、

　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

　

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は

　

こ
の
未
納
期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入

　

さ
れ
ま
す
。

●
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で
も
さ
か
の

　

ぼ
っ
て
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
権
を
取

　

得
し
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
日
後
に

　

繰
下
げ
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
請
求
の

　

翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ

　

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
請
求
が
遅
れ

　

た
と
き
で
も
、
５
年
を
経
過
し
た
日
の
属

　

す
る
月
の
翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が

　

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１
年
を
待
た

　

ず
に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
障

　

害
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
障
害
の

　

程
度
が
増
進
し
た
場
合
、
そ
の
前
の
障
害

　

状
態
の
確
認
な
ど
か
ら
１
年
の
待
機
期
間

　

を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
年
金
額
の
改
定
請

　

求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は

　

省
令
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度
が
増
進

　

し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
１

　

年
を
待
た
ず
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特
例
に
よ
る
支
給

　

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
障
害
の
状
態

　
（
障
害
厚
生
年
金
の
１
級
か
ら
３
級
に
該

　

当
す
る
程
度
）
に
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ

　

る
特
例
制
度
が
改
正
さ
れ
、
す
で
に
障
害

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
請
求
し
た
場
合

　

に
は
、
定
額
部
分
の
年
金
を
受
け
取
れ
る

　

時
期
が
請
求
月
の
翌
月
で
は
な
く
、
老
齢

　

厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
と
き
ま

　

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
た
場
合

　

に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
１

　

カ
月
以
上
経
過
し
た
場
合
、
世
帯
員
（
住

　

民
票
上
の
世
帯
が
同
一
の
方
）
は
そ
の
旨

　

を
年
金
事
務
所
へ
届
出
し
て
い
た
だ
く
こ

　

と
に
な
り
ま
し
た
。（
生
存
の
事
実
確
認

　

が
で
き
な
い
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が

　

一
時
止
ま
り
ま
す
。）

●
問
合
せ
先

　

四
日
市
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５（
代
表
）

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
・

文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活

動
な
ど
の
際
の
傷
害
事
故
（
死
亡
・
後
遺
障

害
・
入
院
・
通
院
）
や
第
三
者
に
与
え
た
損

害
を
補
償
し
、
ま
た
急
性
心
不
全
や
脳
血
管

疾
患
な
ど
の
突
然
死
に
陥
っ
た
場
合
に
も
見

舞
金
が
支
払
わ
れ
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
人

た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
営
利
を
目
的
と
し
な
い

互
助
共
済
的
な
補
償
制
度
で
、
５
人
以
上
の

社
会
教
育
関
係
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

●
保
険
期
間

　

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日

　
（
年
度
途
中
で
の
加
入
可
）

●
問
合
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
三
重
県
支
部

　

☎
０
５
９
│
３
７
２
│
８
１
０
０

年
金
機
能
強
化
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た

各
種
団
体
の
み
な
さ
ん
！

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の

ご
加
入
は
お
済
み
で
す
か
？
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木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
河
川
愛

護
思
想
の
普
及
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
川
づ
く

り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
と
河
川
愛
護
ポ
ス

タ
ー
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

●
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

モ
ニ
タ
ー
期
間

　
　

平
成
２６
年
７
月
１
日
〜

　
　

平
成
２７
年
６
月
３０
日
ま
で

　

業
務
内
容

　
　

日
常
生
活
の
範
囲
内
に
お
い
て
知
り
得

　
　

た
河
川
に
関
す
る
状
況
や
情
報
の
通
報
。

　

応
募
資
格

　
　

２０
歳
以
上
で
モ
ニ
タ
ー
区
間
の
近
隣
に

　
　

お
住
ま
い
の
方
。

　
　

川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
に
関
心

　
　

の
あ
る
方
。

　

応
募
方
法

　
　

募
集
要
項
を
お
読
み
の
う
え
、
応
募
用

　
　

紙
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

　

応
募
締
切

　
　

５
月
１９
日（
月
）

　

モ
ニ
タ
ー
区
間

　
　

①
木
曽
川
左
岸

　
　
　

木
曽
岬
町
源
緑
輪
中
（
２３
号
線
木
曽

　
　
　

川
大
橋
）
か
ら
愛
西
市
立
田
町
富
安

　
　
　
（
立
田
大
橋
）
ま
で

　
　

②
木
曽
川
右
岸

　
　
　

桑
名
市
長
島
町
福
吉
（
２３
号
木
曽
川

　
　
　

大
橋
）か
ら
愛
西
市
福
原
新
田
町（
船

　
　
　

頭
平
閘
門
）
ま
で

　

募
集
人
数

　
　

上
記
区
間
①
・
②
で
各
１
名
ず
つ

●
河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー

　

募
集
内
容

　
　

河
川
愛
護
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
（
例
：

　
　
「
川
を
き
れ
い
に
」「
川
を
大
切
に
」
な

　
　

ど
）

　
　

八
つ
切
り
画
用
紙
（
よ
こ
指
定
）

　

応
募
資
格

　
　

小
学
生
に
限
る
。

　

募
集
期
間

　
　

４
月
１
日（
火
）〜
６
月
１３
日（
金
）ま
で

　

そ  

の  

他

　
　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
す
べ
て
河
川

　
　

に
看
板
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
　

ま
す
。
ま
た
、
河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
展

　
　
（
７
月
実
施
）
と
し
て
展
示
さ
せ
て
い

　
　

た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

国
土
交
通
省　

中
部
地
方
整
備
局　

木
曽

　

川
下
流
河
川
事
務
所　

占
用
調
整
課

　

〒
５１１
│

０００２　
桑
名
市
大
字
福
島
４６５

　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
８

　

FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
２
５

※

詳
し
く
は
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.cbr.m

lit.
go.jp/kisokaryu/index.htm

l

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
・

河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

　
　

１
チ
ー
ム
３
人
で
１２３
日
間
（
７
月
１
日

〜
１０
月
３１
日
）
の
無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦

す
る
「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２

３
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム
の

中
か
ら
抽
選
で
、
左
記
の
賞
品
が
当
た
り
ま

す
。

▼
特　

賞

　
（
３０
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

　

２
チ
ー
ム

▼
１　

等

　
（
１５
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

　

３
チ
ー
ム

▼
２　

等

　
（
３
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

　

１５
チ
ー
ム

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

　
（
９
千
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

　

５０
チ
ー
ム
程

　
（
そ
の
他
、
協
賛
物
品
に
よ
る
賞
品
も
多

　

数
あ
り
）

　

運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
３
人
（
１
チ

ー
ム
）
単
位
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
３
名
の

う
ち
、
６５
歳
以
上
の
方
を
２
名
以
上
含
ん
だ

シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム
に
は
右
記
の
共
通
賞
品
と

は
別
に
、
さ
ら
に
抽
選
で
下
記
の
商
品
が
当

た
り
ま
す
。

▼
シ
ル
バ
ー
特
別
金
賞

　
（
６
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

　

１
チ
ー
ム

▼
シ
ル
バ
ー
特
別
銀
賞

　
（
３
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

　

２
チ
ー
ム

▼
シ
ル
バ
ー
特
別
銅
賞

　
（
1.5
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

　

２
チ
ー
ム

※

共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
木
曽
岬
町
役
場
危
機
管
理
課
、

桑
名
警
察
署
交
通
課
、
桑
名
地
区
交
通
安
全

協
会
、
桑
名
地
域
防
災
総
合
事
務
所
、
三
重

県
庁
交
通
安
全
・
消
費
生
活
課
な
ど
で
５
月

１
日
か
ら
配
布
の
チ
ラ
シ
・
申
込
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　

５
月
１
日（
木
）〜
６
月
３０
日（
月
）

●
参  

加  

料

　

１
チ
ー
ム
３
千
円
（
一
人
千
円
）

●
問
合
せ
先

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
三
重

　

県　

環
境
生
活
部　

交
通
安
全
・
消
費
生

　

活
課
内
）

　

☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
４
１
０

　

ＦＡＸ
０
５
９
│
２
２
８
│
４
９
０
７

│
無
事
故・無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１２３

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
│

１２３
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！



15 広報きそさき　2014.5.1

育委員会
だより

教育委員会
だより

教
問合せ先

教育委員会　☎68-1617

“さくらウォーク in
KISOSAKI2014”開催！

　4月6日（日）のさくらまつりに合わせて、スポーツ
推進委員会主催による“さくらウォーク in ＫＩＳＯ
ＳＡＫＩ2014”が開催されました。
　今回は町内から約20名の参加者があり、町道鍋田
川線の桜並木約9ｋｍのコースを各々が自分
のペースでウォーキングしました。
　スポーツ推進委員からウォーキングの基礎
と効果についてアドバイスを受けた参加者の
みなさんには心地いい汗をかいていただけた
ことと思います。

倉下唯純くん、
サッカーの国際大会へ！

　3月7日（金）に国際大会出場に伴う激励金の交付が
役場町長室で行われ、“ダノンネーションズカップ
2014 in JAPAN（会場：東京都駒沢オリンピック公
園）”に出場される倉下唯純くん（富田子）に加藤町長
から激励金が授与されました。
　倉下くんは名古屋グランパスＵ12に所属しており、
昨年度の同大会にて準優勝したため、全国大会へのキ
ップを手にされたものです。
　出場する大会では、「精一杯活躍して優勝を目指し
ます」という力強い決意表明をされました。

木曽岬町スポーツ推進委員に
委嘱状を交付しました
　任期満了に伴い新たに木曽岬町スポーツ推進委員の
方に対し、山北教育長より委嘱状の交付が4月6日（日）
役場会議室を会場に行われました。
　スポーツ推進委員の任期は2ヶ年間で、この度、次
の10名の方を委嘱しました。

【スポーツ推進委員】
　服部　利夫、中谷　弘一、坪田小夜子、重留　　浩、
　山崎　　信、石黒しのぶ、牛島　香織、伊藤　隆之、
　加藤　和子、平松　孝浩　（敬称略）
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育委員会だより教育委員会だより教

入学式・入園式について
　4月7日（月）に小学校と中学校で入学式、4月8日（火）
に中部と南部の幼稚園・保育園で入園式・進級式があ
りました。両日とも天候にも恵まれ、式を行うことが
できました。
　小学校に入学した53名は、六年生のお兄さんやお
姉さんと手をつないで入場したときには、緊張した様
子でしたが、胸を張って堂々と歩いて入場ができまし
た。名前を呼ばれると、「はい！」と元気よく返事を
する姿もみられました。子どもたちは「友だちいっぱ
いつくりたいな！」「早くたくさんお勉強したい！」
と新しく始まる小学校生活にどきどきしながらも意欲
満々です。
　中学校では41名が入学しました。校長先生から
「2年生、3年生と力を合わせて、笑顔あふれる学校を
目指していきましょう。笑顔あふれる学校とは、思い
やりにあふれた学校、希望に満ちあふれた学校、にこ
やかに語り合える学校です。そのためには、こんなこ
とを言ったら相手はどう思うのか想像力を働かせてく
ださい。」との話がありました。入学式の感想を聞くと、
「すごく緊張した。」という生徒もいたようですが、期
待と不安で胸をときめかせ、ワクワクとドキドキの緊
張感を大切にしながら、中学校生活を有意義なものに
していってほしいと思います。

土曜授業について
　公立の小・中学校では、平成14年度から学校週5日制が実施されています。これは
学校・家庭・地域の三者が互いに連携し、役割を分担しながら社会全体で子どもを育て
るという取組です。しかしながら、全国学力・学習状況調査の結果によると、土曜日を
必ずしも有意義に過ごせていない子どもが少なからず存在することから、このような状況を改善するために、
法律が一部改正され、土曜日に授業ができるようになりました。桑員地区では、平成26年度は、試行的な
取組として年間3回程度土曜授業を行います。地域の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

○授業および学校・家庭・地域との連携協力による学校行事などで、土曜日をより
　豊かで有意義なものとなるようにします。
○平常週の過密した授業時間割にゆとりを持たせ、子どもにきめ細かな指導を行い、
　学校の教育活動を一層充実させます。

○児童生徒の振替休業日を設けずに、土曜日の半日を活用して教育課程内の教育
　活動を行うものであり、すべての児童生徒が対象となります。
○土曜授業を行う日は学校の授業日であり、出席扱いとなります。
○教員などが授業を行うほか、ゲストティーチャーとして地域の人材を活用した授業
　を行うことができます。
○授業参観などの学校公開も行い、家庭や地域の皆さんに学校の情報を発信して
　いきます。

ねらい

土曜授
業

とは

（
小
学
校
）

（
中
学
校
）
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育委員会だより教育委員会だより教

ふるさと三重かるた
　子どもたちが豊かな心を育み、郷土を愛し、郷土に誇りをもち、三重県について自信をもって発信できる
ことをねらいとして、「ふるさと三重かるた」が三重県教育委員会より発行されました。木曽岬町を題材と
した絵札とその読み句について紹介します。

あ
ま
く
て
赤
い
　
夏
の
味

（
ト
マ
ト
）

へ
い
わ
な
暮
ら
し

　
　
　
　
の
み
こ
ま
れ

（
伊
勢
湾
台
風
）

木曽岬町の地物をいかした
給食の献立について
　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町産や三重県産
の食材を使って「地物一番の日」として給食を提供し
ています。（変更になる場合があります）

　●5月22日（木）
　　新たまねぎ・ねぎ（山菜うどん）

心
が
　
　  

と
す
る
一
言

ホ
ッ
ホ
ッ

　
　
友
達
へ

何
も
言
わ
ず
に
隣
に
い
て
く
れ
る
こ
と

下
手
に
励
ま
そ
う
と
し
て
く
れ
る
よ
り
嬉
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
。

（
三
重
県
子
ど
も・家
庭
局
第
５
回
　

家
族
の
絆一行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
よ
り
）

こ
の
よ
う
な
一
行
詩
に
よ
り
、友
だ
ち
、家
族
、地
域
の
人
々

の
絆
が
深
ま
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後
、
木
曽
岬
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
で
行
う
計
画
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
心

が
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
作
品
を
紹
介
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。そ
の
折
に
は
、皆
さ
ま
の
投
稿
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　子どもたちを見守り、応援して
いただいている町民の皆さんをつ
なぐコーナーを企画いたしました。
第1回は教育委員会事務局職員の
宮前からスタート！

　木曽岬町教育委員会では、情報化社会や
グローバル化社会を見据えて、ICT機器の
設置や幼児教育からのALT（外国語指導職
員）の配置を行っています。
　私も2人の親ですが、子どもがこれからの
知識基盤社会を生きていくためには大人が
このように環境を整えるほかに、体験的な活
動を行う機会を設定することが大切だと考え
ます。
　町教育委員会事業のホリデー教室では、
学習意欲の向上をねらいとして、料理や工作、
科学教室など体験的な活動を今年度もたくさ
ん企画していきます。

次回は木下さんにお願いをする予定です。
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センターでは、こんなことを行っています！

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

■場所（事務所）／保健センター事務室
■時　　　　間／平日（月～金）　午前8時30分～午後5時
■職　　　　員／保健師、保育士が常駐しています。
　　　　　　　　臨時で臨床心理士や言語聴覚士などの専門家の相談や事業を行って
　　　　　　　　います。

お気軽
に

ご相談

くださ
い！！

木曽岬町こども相談センター＆子育て支援センター ☎68－6119

センターでは、こんなことを行っています！

❸ 虐待防止事業
●こども虐待やDV（配偶者からの暴力）に関する相談（面談・訪問・電話相談）
●こども虐待および配偶者からの暴力防止ネットワーク会議（CAPきそさき）の運営

❶ 子育て支援事業
子育てサロン
●月曜日～金曜日　午前中　　※月曜日は午後も利用できます。
●福祉・教育センターのホールに、子育て中の親子が遊んだり、交流できるスペースが作ってあります。保育
　士によるリズム遊びや絵本の読み聞かせ、工作教室なども行っています。
　お散歩に出かけたり、お誕生会やハッピーデーなどのイベントもしているよ！また、七夕会やクリスマス会
　などの季節の行事もあるよ！

トマッピーキッズサークル
●５月から年間10回、南部幼稚園・保育園で、園のおもちゃや遊具で遊んでいます。各園の行事（夕涼み会、
　運動会、クリスマス会）にも参加できます。

❷ 発達支援事業
カウンセリング（予約制）
●木曜日（月3回程度）
　午前9時30分～（2件）　午後1時～（3件）
　実施日は広報きそさきでご確認ください。
●発達や学力の遅れ、不登校、いじめなどお子さん
　の困りごとに関する相談や、子育てがしんどいな
　どというお母さん自身の相談に、心理の専門家が
　お応えします。

ことばの相談・言語訓練
●第3水曜日（年6回：奇数月に実施）
　午後1時30分～（3件）
●言語聴覚士が発音やことばの遅れが心配なお子さ
　んの相談に応じ、個別訓練を行います。

たんぽぽひろば・音楽療法
●第1・3・5金曜日　午後3時30分～ 4時30分
●のんびり屋のお子さんが集まり、楽しく遊びなが
　ら、仲間づくりや集団生活ルールを身につけてい
　く場です。月に1回音楽療法の教室も行っています。

発達相談（予約制）
●第4金曜日（年3回：5月、10月、1月に実施）
　午前9時30分～（2件）　午後1時30分～（2件）
●お子さんの発達検査を行い、これを通して、学校
　や家庭など日頃の生活の中で、お子さんをどう支
　えていけばいいかを、アドバイスします。療育手
　帳の判定も行います。
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こんなこと、
ひとりで悩んでいませんか？

「こども相談・子育て支援センター」の
ご案内をします

「こども相談・子育て支援センター」の
ご案内をします

今月は

　子育ては大変！特に現代では、それが親だけの肩にのしかかっているのが
現状です。
　でも、子育ては一人で頑張る必要はありません。大変な時、つらい時、
不安や悩みがある時は、ひとりで抱え込まずに周囲に助けを求めましょう。
　年齢を問わず木曽岬町に住むすべての子どもたちの相談に応じるため、
「子ども相談・子育て支援センター」があります。ぜひ、ご活用ください。

こども相談・子育て支援センターへ相談してください！
一緒にかんがえましょう！

オムツはずしって
どうしたらいいの？

友達が欲しいなぁ！
親子が集まる遊び場を

教えて！

友達を叩いたり、
噛んだりして

よくケンカになるの。

じっとしていてくれない！
すぐにかんしゃくを
起こしてしまって大変！
誰か私の話を聞いて～！

子どもが
「保育園や学校にいきたくない」

って言う。
どうしたらいいのかな？

最近イライラ
することが多くて、

つい子どもにあたってしまう。
それによく眠れないの。

読み書きや計算が
すごく苦手で、

授業についていって
いるのか心配。

同じ年の子たちが
上手におしゃべりできてるのに、

うちの子まだ
しゃべらないの。

友達と一緒に
遊べない。

一人でいることが多く
心配。

おっぱい
足りてるかなぁ…？
体重を計りたいな。

初めていく場所や
初めてすることに対して、

不安が強く、
パニックになってしまう

ことがあるの。

オギャ
ー

こんなこと、
ひとりで悩んでいませんか？
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☆自転
車に

　　乗
ったら

　　　
あなた

も運転
者

警察署コーナー

自転車の安全利用促進月間

暴力団追放 ！　三ない運動の推進

ミーポ君
■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635

●自転車安全利用五則
　① 自転車は、車道が原則、歩道は例外
　② 車道は左側を通行
　③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　④ 安全ルールを守る
　　 •飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　 •夜間はライトを点灯
　　 •交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　⑤ 子どもはヘルメットを着用
●自転車利用者の皆さまへ
　•一時停止標識のある交差点では、必ず止まって安全を確認しましょう。
　•歩道を走るときは、車道よりの部分を、いつでも止まれる速度で走りましょう。また、歩いている
　　人のじゃまになりそうなときは、一度止まって道を譲りましょう。
　•二人乗り、傘差し、携帯電話を使用しながらの運転はやめましょう。
　•夜間は必ずライトをつけて走りましょう。
　•飲酒後の自転車の運転はやめましょう。

　県民・市民が「三ない運動」を実践して、みんなの力で社会の敵を追い出し、安全・安心なまちづくり
に努めましょう。

町内3月の交通事故
●件数／17件（48件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／3人（10人）

（　　）…平成26年累計

◆期間：5月1日（木）～31日（土）までの間

財団法人　暴力追放三重県民センター
困ったら、悩まず、迷わず、まず一度ご連絡ください。

☆自転
車に

　　乗
ったら

　　　
あなた

も運転
者

☆暴力団を利用しない ☆暴力団を恐れない ☆暴力団に金を出さない

●暴力団を利用したつもりが、骨の
　髄までしぼられます。
●暴力団は、タダでは動かず、法外
　な金を要求されます。
●暴力団は、相手が弱い、甘いと見
　ると、トコトン付き離れません。

恐れは「誤ったイメージ」から！
恐れることは暴力団を助長させる

全てを「金づるにする」！
それが暴力団の姿勢です

●暴力団は、怖いものではありませ
　ん。出るところに出て団結して対
　応しましょう。
●暴力団を必要以上に恐れず「存在
　を許さない」という勇気を持って、
　毅然とした対応をすることです。

金が「腐れ縁のもと」！
暴力団を支援容認することになる

●暴力団は、組織の活動資金のため、
　「金づる」を嗅ぎ回っています。
●暴力団は、一度味を占めると、何
　回も金を要求し続けてしぼり取る
　のです。
●暴力団に金を出すことは、結果的
　に暴力団を認め、資金獲得の手助
　けをすることになります。

秘密厳守・相談無料／☎0120-31-8930（ヤクザゼロ）または059-229-2140
受付時間／月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後5時までの間

メール／ soudan@boutsui-mie.or.jp　ホームページアドレス／ http://www.boutsui-mie.or.jp
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救急医療情報

☎0594-23-1199

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

◆地域救急医療情報センター

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

☎0594-21-9916
◆桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／土曜・日曜・祝日
●診療時間／午前9:30 ～ 12:00
　　　　　　午後1:00 ～ 4:00
●土曜の夜間／午後8:00 ～ 10:00
※8月1日より平日夜間診療は休止しています。

土・日・祝日を除く午前8:30～午後5:00

子育て相談
専用電話

☎68-6119へ（6のハロー119番）
子育てに関する相談は

がん検診を
受けられた方へ

　今回の検診結果に、「要精検」の
文字があった方は、医療機関で必ず、
早めに精密検査を受けてください。

教 室 ・ 相 談

カウンセリング （予約制）
■日　　程／５月22日㈭、29日㈭
■場　　所／保健センター
■内　　容／ことばや発達の支援、
　　　　　　カウンセリング
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

大人のカウンセリング（予約制）
■日　　時／６月5日㈭　午前中
■場　　所／保健センター
■内　　容／カウンセリング
※ご希望の方は、保健師（☎68-6119）まで
　ご連絡ください。

音楽療法
■日　　時／５月12日㈪、6月9日㈪
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■場　　所／福祉教育センター集会室
■対　　象／乳幼児とその保護者

育児相談 （予約制）
■日　　時／５月16日㈮
　　　　　　午後1時30分～ 3時
■場　　所／保健センター
■対　　象／乳幼児、保護者
■持  ち  物／母子健康手帳
■内　　容／身体計測、育児・栄養などの
　　　　　　個別相談
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

5月前半の行事日程
■5月1日㈭ カウンセリング
■5月8日㈭ カウンセリング
 すくすくひろば

※詳細は前月号または、町行事・健康カレ
　ンダーをご覧ください。

すこやか指導室
■日　　時／５月15日㈭
　　　　　　午前9時30分～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成25年10・11月生の乳児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票

歯っぴい指導室
■日　　時／５月15日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成25年7・8月生の乳児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票

健 診

1歳半健診・3歳児健診
■日　　時／６月5日㈭
　　　　　　午後1時15分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳半健診
　　　　　　平成24年11・12月生の幼児
　　　　　　3歳児健診
　　　　　　平成22年11・12月生の幼児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票
※3歳児は尿をご持参ください。

保健衛生のコーナー
◆福祉健康課・保健センター／☎68-6104

お忘れのないように

5月個別予防接種

ヒブ／小児用肺炎球菌
■対　象／生後2ヶ月～

四種混合／三種混合／不活化ポリオ
■対　象／生後3ヶ月～

BCG
■対　象／生後5ヶ月～ 8ヶ月までに

MR（麻しん・風しん）
■対　象／１期　12～ 24ヶ月までに
　　　　　２期　５歳～ 7歳未満で就学前
　　　　　　　　の1年間に

日本脳炎
■対　象／ 3歳～

二種混合
■対　象／２期　11歳～ 12歳　小学6年生

子宮頸がん予防ワクチン
■対　象／中学校1年生

※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種に
　ついては、積極的にお勧めしていません。
※問合せ先：保健センター（☎68-6119）

子育てサロン
●利用できる日
　月曜日の午前・午後
　火曜日～金曜日の午前

5月9日㈮・19日㈪の午後
土・日曜日および祝日

5月の子育てサロンのお休み ●月曜日～金曜日
　午前9時～午後3時45分
※祝日はお休み

女性の悩み相談
北勢福祉事務所の女性相談員による
電話相談・面接相談（無料）です。

☎059-352-0557

2歳児はみがき教室
■日　　時／５月29日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 3時頃
■受付時間／午後1時15分～ 1時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成23年10月～
　　　　　　平成24年3月生の幼児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票、タオル、
　　　　　　お子さん用コップ
※お子さん、保護者ともに汚れても良い服
　装でお越しください。

ブックスタート
■日　　程／５月28日㈬
■集合時間／午後2時30分～ 3時30分
■場　　所／北部公民館
■対　　象／ 7、8、9ヶ月の乳児と保護者
　　　　　　（平成25年8月～

平成25年10月生の乳児）
※対象者の方へは、保健センターよりご案
　内します。

もぐもぐ教室
■日　　時／５月13日㈫
　　　　　　午前10時～ 11時
■受付時間／午前9時45分～ 10時
■場　　所／保健センター
■対　　象／４ヶ月～ 6ヶ月の乳児と保護
　　　　　　者（託児あり）
　　　　　　（平成25年11月～

平成26年1月生の乳児）
■持  ち  物／母子健康手帳

集団フッ素塗布
■日　　時／５月29日㈭、6月5日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／５月29日…パンダグループ
　　　　　　（平成23年12月、
　　　　　　　平成24年1・5・9・12月、
　　　　　　　平成25年1月生の幼児）
　　　　　　６月5日…ウサギグループ
　　　　　　（平成24年2・6・7・10月、
　　　　　　　平成25年2月生の幼児）
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票、
　　　　　　自己負担金500円
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  1日・  5日・  8日・12日・15日
19日・22日・26日・29日

毎週火・金曜日
  2日・  6日・  9日・13日・16日
20日・23日・27日・30日

毎月第１・第３水曜日
7日・21日

毎月第２水曜日
14日

毎月第４水曜日
28日

毎週水曜日
7日・14日・21日・28日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 25日

北部公
民館

北部公
民館

図書室だより図書室だより
北部公民館では、季節のミニコーナーを設置しています。
今月は下記のとおりですので皆さまどうぞご利用ください。

主な図書 池井戸潤の本

『空飛ぶタイヤ』
池井戸潤

『ロスジェネの逆襲』
池井戸潤

『ルーズヴェルト・ゲーム』
池井戸潤

『不祥事』
池井戸潤

『BT’63』
池井戸潤

『下町ロケット』
池井戸潤

主な
児童図書 木の本

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。

家庭ごみ、資源ごみ収集日程

月のお知らせ等5

『木の上の家』
ビアンカ・ピッツォルノ

『おおきな木』
シェル・シルヴァスタイン

『はるにれ』
姉崎一馬

『もりのおとぶくろ』
でくねいく

『大きな木のような人』
いせひでこ

『魔女の宅急便　魔法のとまり木』
角野栄子

教育関連施設開館日の
お知らせ

町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

11日（日）　午前9時～午後4時
25日（日）　午前9時～正午

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

北 部公民館
◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやドッジボール、卓球などを実施していますので
ぜひ体育館へお越しください。
25日（日）　午後1時～ 4時
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●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

人　口 6,525人　（前月比－11）

世帯数 2,291世帯（前月比－8）

3,324人　（前月比－7）男
3,201人　（前月比－4）女

木曽岬町の人口と世帯数 4月15日現在
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6月カレンダー

月カレンダー5

住 民 課 68-6103

総務政策課
危機管理課

68-6100
68-6101

産業建設課 68-6105
68-6106

税 務 課 68-6102

福祉健康課 68-6104
議会事務局 68-6108
出 納 室 68-6107

教育委員会 68-1617

平日夜間午後5：15～翌日午前8：30／土・日・祝日・年末年始
夜間・休日電話 68-8111

収納・証明業務役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時•日曜役場

収納・証明業務役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時•日曜役場

要予約福祉教育センター和室 午前10時～正午•北勢地域若者サポートステーション出張相談

役場車庫前 午前9時～•苗木の無料配布

湾岸さくらクリニック駐車場 午後1時30分～2時30分
保健センター 午後3時～4時30分•献血

収納・証明業務役場　住民課・税務課 午後8時まで•延長役場

町内全域•町内一斉清掃

町体育館 午後1時～•軽スポーツ大会

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

5月の納付

●幼稚園授業料（5/15納期限） …………５月分
●保育園保育料（5/27納期限） …………５月分
●軽自動車税（6/2納期限） ………………全期分

口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高を
お確かめください。

納付をお忘れなく！




